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「百人隊長の信仰」 
ルカによる福音書7章 
 
7:1 イエスは、民衆にこれらの言葉をすべて話し
終えてから、カファルナウムに入られた。 
7:2 ところで、ある百人隊長に重んじられている
部下が、病気で死にかかっていた。 
7:3 イエスのことを聞いた百人隊長は、ユダヤ人
の長老たちを使いにやって、部下を助けに来てく
ださるように頼んだ。 
7:4 長老たちはイエスのもとに来て、熱心に願っ
た。「あの方は、そうしていただくのにふさわしい
人です。 
7:5 わたしたちユダヤ人を愛して、自ら会堂を建
ててくれたのです。」 
7:6 そこで、イエスは一緒に出かけられた。とこ
ろが、その家からほど遠からぬ所まで来たとき、
百人隊長は友達を使いにやって言わせた。「主よ、
御足労には及びません。わたしはあなたを自分の
屋根の下にお迎えできるような者ではありません。 
7:7 ですから、わたしの方からお伺いするのさえ
ふさわしくないと思いました。ひと言おっしゃっ
てください。そして、わたしの僕をいやしてくだ
さい。 
7:8 わたしも権威の下に置かれている者ですが、
わたしの下には兵隊がおり、一人に『行け』と言え
ば行きますし、他の一人に『来い』と言えば来ま
す。また部下に『これをしろ』と言えば、そのとお
りにします。」 
7:9 イエスはこれを聞いて感心し、従っていた群
衆の方を振り向いて言われた。「言っておくが、イ
スラエルの中でさえ、わたしはこれほどの信仰を
見たことがない。」 
7:10 使いに行った人たちが家に帰ってみると、
その部下は元気になっていた。 

＊＊＊＊ 
 
１）百人隊長 
この人はいわば異邦人であり、部下思いの軍人で
す。 
それだけでなく信仰心があり、ユダヤ人のための
会堂を建てるのに協力しています。 
病気の部下を案じてイエス様に癒やしてもらおう
と、ユダヤ人の長老たちに相談しました。 
仲介して欲しいと願ったのでしょう。 
人間的な考え方では、とても誠実な考えであり、
当然の行動のように思えます。 
 
２）ユダヤ人長老たち 
仲介に入ったユダヤ人長老たちは、イエス様に対
して「この人の願いに応えることは 
当然なことだ、会堂も建ててくれたし、良いこと
をしてくれている恩人なのだから」 
という考えを ぶつけます。 
 
これもまた、私たちの中に育ちやすい発想です。 
これだけのことをやったのだから、神さまが報い
を与えてくれて当然だとか私が願ったことを神が
答えてくれていないのは、わたしの奉仕や努力が
足りないからだと考えたりする発想です。 
いわば、神が私たちの「行動」「努力」を見て、そ
れに応じて答えてくださるという発想は、案外私
たちの中に根深くあります。 
「がんばる」ことが美徳とされ、なにか不足があ
ったら神は答えてくれないという発想。 
でも、それは「めぐみ」の発想とは違います。 
「めぐみ」とは「受け取る資格のないものに対し
ておしげもなく祝福を賜る神の善意」のことです
から、自分に資格があると考えているとしたら、
それは報酬であり、恵みではありません。 
 
３）百人隊長の信仰 



百人隊長は、自分のやったことへの間違いに気づ
きます。 
それを友達に伝え、友達からイエス様のところに
メッセージを届けるのです。 
 
7:6 そこで、イエスは一緒に出かけられた。 
ところが、その家からほど遠からぬ所まで来たと
き、百人隊長は友達を使いにやって言わせた。 
「主よ、御足労には及びません。わたしはあなた
を自分の屋根の下にお迎えできるような者ではあ
りません。 
7:7 ですから、わたしの方からお伺いするのさえ 
ふさわしくないと思いました。ひと言おっしゃっ
てください。 
そして、わたしの僕をいやしてください。 
7:8 わたしも権威の下に置かれている者ですが、 
わたしの下には兵隊がおり、一人に『行け』と言え
ば行きますし、 
他の一人に『来い』と言えば来ます。 
また部下に『これをしろ』と言えば、そのとおりに
します。」 
＊＊＊ 
百人隊長は「自分にはイエス様を迎える資格はな
い」と認識します。 
でも、イエス様の権威、その言葉の権威について
は「自分の経験から類推してもことを動かすこと
ができる」と考えています。 
百人隊長である自分でさえ、その言葉で部下が動
くとしたら、イエス様が言葉を発したら、それは
必ず成ると信じているのです。 
イエス様の言葉と想いが、ある方向に向かえば、
必ず、ことは起こると百人隊長は信じているので
す。 
 
自分に求める価値があるからではなく、自分の努
力が認められたからでもなくイエス様の言葉の権
威によって「癒やしはもたらされる」と百人隊長
は 

信じています。 
つまり、「イエスは主です」ということを信じてい
るのです。 
私たちの思いを超えて、私たちの出来不出来に関
係なく、主イエスは愛をもって、私たちの願いに
応えてくださるお方です。 
 
イエス様は、その信仰姿勢を大いに評価なさいま
した。そして、癒やしがもたらされます。 
イエス様はその人に触れていないのに癒やしが届
くのです。 
そこに不思議があり、祝福の範囲の広さがありま
す。 
 
私たちは「イエスを主」と信じる集団です。 
イエスが主であるということは、すべてについて 
変化をもたらすことのできる権威を持っておられ
る存在だということです。 
この御方に期待し、この御方を信頼し、自分の頼
み方とか能力ではなく、純粋に、「主よ、憐れんで
ください」と祈りながら前に進みたいと思います。 
 
＊＊＊＊ 
MACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/GVMwk5CWtrQ 
 
 


